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ト
イ
プ
ー
ド
ル
の
マ
リ
ち
ゃ
ん
 

　
今
回
導
入
さ
れ
た
犬
は
、
世
界
最
大
の
ペ
ッ

ト
フ
ー
ド
会
社
で
、
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
の
た

め
に
動
物
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
日
本
ヒ
ル

ズ
コ
ル
ゲ
イ
ト
�
か
ら
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。

　
犬
の
種
類
は
ト
イ
プ
ー
ド
ル
（
め
す
、
平
成

十
三
年
四
月
十
一
日
生
）
で
、
名
前
は
入
所
者

か
ら
の
応
募
で
「
マ
リ
」
と
名
付
け
ら
れ
、
さ

っ
そ
く
施
設
の
み
な
さ
ん
に
　
マ
リ
ち
ゃ
ん
 

と
呼
ば
れ
、
可
愛
が
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

  　
施
設
の
み
な
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
 

　
マ
リ
ち
ゃ
ん
は
、
介
護
老
人
保
健
施
設
「
憩

の
森
」
の
デ
イ
ル
ー
ム
に
設
置
さ
れ
た
サ
ー
ク

ル
（
柵
）
内
で
生
活
し
て
お
り
、
時
間
を
決
め

て
「
憩
の
森
」
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
さ

ゆ
り
の
園
」
な
ど
を
回
り
、
抱
い
て
も
ら
っ
た

り
、
な
で
て
も
ら
っ
た
り
し
て
施
設
の
み
な
さ

ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
だ
子
供
な
の
で
、
現
在
は
午
後
１
回
し
か

施
設
回
り
を
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
普
段
は
サ
ー
 

                ク
ル
の
中
か
ら
施
設
の
み
な
さ
ん
へ
愛
嬌
を
振

り
ま
い
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
は
、
犬
の
成
長
と
と
も
に
施
設
内
を
回

る
回
数
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
 

   
記
念
講
演
会
を
開
催
 

　
町
と
に
し
あ
い
づ
福
祉
会
で
は
、
マ
リ
ち
ゃ

ん
の
導
入
を
記
念
し
、
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
の

理
解
と
ペ
ッ
ト
の
正
し
い
し
つ
け
や
飼
育
を
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
、
八
月
二
十
六
日
に
公
民

館
で
記
念
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
赤
坂
動
物
病
院
の
柴
内
裕
子
院
長
に
よ
る
講

演
は
『
人
は
な
ぜ
動
物
と
暮
ら
す
の
で
し
ょ
う
』
 

と
題
し
て
行
わ
れ
、
人
が
動
物
と
接
す
る
こ
と
 

   

（株） 

　
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
で
心
を
い
や
す「
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
」
 

の
た
め
、
老
人
福
祉
施
設
へ
伴
侶
動
物
と
し
て
犬
が
導
入
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

　
昨
年
度
導
入
さ
れ
た
熱
帯
魚
に
つ
づ
き
、
施
設
利
用
者
の
心
 

身
の
健
康
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

動
物
と
の
 

ふ
れ
あ
い
で
 

心
身
に
効
果
 

　
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
と
 

は
、
動
物
が
人
間
に
与
え
 

る
影
響
を
利
用
す
る
精
神
 

療
法
の
一
つ
で
、
動
物
と
 

の
ふ
れ
あ
い
に
よ
り
、
心
 

身
の
健
康
の
向
上
や
生
活
 

の
質
の
向
上
に
役
立
つ
こ
 

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

　
す
で
に
導
入
さ
れ
て
い
 

る
と
こ
ろ
か
ら
は
、
　
無
 

表
情
だ
っ
た
お
年
寄
り
が
 

声
を
出
し
て
笑
う
よ
う
に
 

な
っ
た
　
　
表
情
が
豊
か
 

に
な
り
、会
話
も
増
え
た
 

な
ど
の
成
果
が
報
告
さ
れ
 

て
い
ま
す
。
 

″
 

″
 

″
 

″
 

″
 

″
 

マ
リ
ち
ゃ
ん
の
贈
呈
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で
、
血
圧
の
低
下
や
投
薬
量
の
軽
減
、
ま
た
、

目
的
意
識
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
り
責
任
感
が

出
て
き
た
り
す
る
な
ど
と
い
っ
た
、
心
や
体
に

た
く
さ
ん
の
効
果
を
与
え
て
く
れ
る
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
 

  　
今
後
は
…
 

　
町
で
は
、
こ
の
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
に
つ
づ

い
て
、
ア
ロ
マ
（
芳
香
）
セ
ラ
ピ
ー
や
サ
ウ
ン

ド
（
音
楽
）
セ
ラ
ピ
ー
な
ど
を
導
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
福
祉
施
設
利
用
者
の
心
身
の
健
康
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

 　
　
　
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
 

　
　
　
　
植
物
か
ら
抽
出
し
た
成
分
の
香
り
を

　
　
　
楽
し
む
こ
と
で
、
身
体
の
リ
ラ
ッ
ク
ス

　
　
　
や
精
神
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
を
も
た
 

　
　
　
ら
す
効
果
が
あ
る
療
法
。
 

　
　
　
サ
ウ
ン
ド
セ
ラ
ピ
ー
 

　
　
　
　
寝
付
き
や
寝
起
き
を
よ
く
し
た
り
、
 

　
　
　
心
を
落
ち
着
け
る
効
果
の
あ
る
音
楽
を
 

　
　
　
流
し
て
、
精
神
の
安
定
を
図
る
療
法
。
 

　７：３０　�　９：１５　�　９：３０　　　　１０：００　�　１２：００　� 
　　起床　　　　朝ごはん　　　　散歩　　　体の手入れ、遊ぶ　　　お昼寝 
 
１３：００　�１４：００　�１５：００　　１６：３０�　１７：００　�１８：００ 
　　遊ぶ　　　施設内を回る　　　お昼寝　　　　　散歩　　　　晩ごはん　　　　就寝 

ことばの解説 

マリと共に頑張ります 

にしあいづ福祉会 
宮田　智美さん 

　私は、マリと共に赤坂動物病院で約 

３カ月間研修してきました。 

　施設で生活する犬として、誰にでも 

なつく犬にするのを目標にかかげ勉強 

してきました。 

　これからたくさんの問題にぶつかる 

とは思いますが、施設のみなさんに自 

立心や安堵感、笑いや楽しみをもたら 

し、ストレスや孤独感をいやし、介護 

をする方々にも、少しでも負担の軽減 

の手助けができるよう、マリと共に頑 

張りたいと思いますのでよろしくお願 

いします。 

福祉施設には熱帯魚も導入されています 
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集
落
の
活
動
内
容
 

 　
集
落
協
定
で
は
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
 

①
農
地
の
維
持
管
理
や
道
路
・
水
路
の
管
理
活

　
動
 

　
◎
農
地
や
法
面
な
ど
の
定
期
的
な
点
検
活
動

　
◎
共
同
出
役
に
よ
る
水
路
の
堰
上
げ
、
道
路

　
　
の
草
刈
に
よ
る
管
理
 

　
中
に
は
、
荒
廃
し
始
め
た
農
地
を
協
定
に
取

組
み
、
集
落
全
体
で
草
刈
を
実
施
し
た
集
落
も

あ
り
ま
す
。
 

②
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
多
面
的
機
能

　
の
増
進
を
図
る
活
動
 

　
◎
景
観
形
成
の
た
め
、
道
路
沿
い
へ
の
花
の

　
　
植
付
け
（
出
戸
・
牛
尾
等
）
 

　
◎
河
川
清
掃
に
よ
る
魚
類
、
昆
虫
類
の
保
護

　
　
活
動
 

　
こ
の
ほ
か
、
農
作
業
受
委
託
の
推
進
や
、
担

い
手
へ
の
利
用
集
積
も
進
め
て
い
ま
す
。
 

 　
今
年
の
認
定
状
況
は
 

 　
高
齢
化
に
よ
る
身
体
の
衰
え
が
原
因
で
耕
作

が
不
能
に
な
っ
た
り
縮
小
し
た
場
合
は
、
そ
れ

以
降
の
交
付
金
の
対
象
か
ら
は
ず
す
だ
け
で
、

交
付
金
の
返
還
対
象
で
な
く
な
っ
た
な
ど
、
要

件
が
緩
和
に
な
っ
た
事
も
あ
り
、
今
年
度
も
集

落
協
定
締
結
に
向
け
説
明
会
な
ど
を
開
催
し
て

き
ま
し
た
。
 

　
そ
の
結
果
、
新
た
に
 

奥
川
地
区
　
　
杉
山
、
下
松
、
小
山
、
二
又
、

　
　
　
　
　
　
中
ノ
沢
 

新
郷
地
区
　
　
小
清
水
、
柴
崎
 

群
岡
地
区
　
　
下
野
尻
 

尾
野
本
地
区
　
松
尾
、
黒
沢
 

の
十
集
落
を
認
定
し
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
に
よ
り
、
対
象
面
積
の
約
四
十
一
�
が

認
定
に
な
り
ま
し
た
。
 

  　
町
で
は
、
こ
の
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
が
、
集
落
営
農
の
維
持
発
展
や
地
域
の
活
性

化
の
た
め
に
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
ま
だ
取
組
み
を
し
て
い
な
い
集
落
に
も
、
連

絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
説
明
に
伺
い
ま
す
の
で
、

今
後
も
、
農
家
の
み
な
さ
ん
の
理
解
を
得
な
が

ら
、
多
く
の
集
落
で
の
締
結
に
向
け
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
農
林
課
農
政
係
　
　
　
│
４
５
３
１
 

＊集落協定 
　　集落数　３８地域（参加者数　６４５人） 
 
　農 用 地 面 積 
 
　　内　急傾斜地 
 
　　　　緩傾斜地 
 
　交 付 金 総 額 
 
　集落最高交付額 
 
　集落平均交付額 
 
 
＊個別協定 
　　農業者数　１１人 
 
　農 用 地 面 積 
 
　　内　急傾斜地 
 
　　　　緩傾斜地 
 
　交　付　金　額 
 
　平均交付金額 
 
 
＊合計 
 
　農 用 地 面 積 
 
　　内　急傾斜地 
 
　　　　緩傾斜地 
 
　交 付 金 総 額 
 
 今年度増加面積１３３．４５ｈａ 

 
 
 

３７６．４６ｈａ 
 

１８５．５４ｈａ 
 

１９０．９２ｈａ 
 

５４，２３６，０００円 
 

４，２９２，０００円 
 

１，４２７，２６３円 
 
 
 
 
 

４１．７７ｈａ 
 

４．７０ｈａ 
 

３７．０７ｈａ 
 

４，３２０，０００円 
 

３９２，７２７円 
 
 
 
 

４１８．２３ｈａ 
 

１９０．２４ｈａ 
 

２２７．９９ｈａ 
 

５８，５５６，０００円 

　耕作放棄地や荒廃地が増えている中山間地域で農業を続けるこ 
とにより、農地を保全し、多面的機能を確保するための中山間地 
域等直接支払制度。 
　今月号では、平成１２年度から始まったこの制度の、集落活動 
の内容と認定状況について報告します。 

中山間地域等直接支払制度 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

45

出
戸
集
落
で
取
り
組
ん
だ
花
の
植
え
付
け
に
 

よ
る
景
観
づ
く
り
活
動
 

平成13年度認定状況 
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内容成分指数比較 5訂食品成分表を100とする 

N 
チッ素 

0

50

100

150

200

250
指数 

P 
リン酸 

K 
カリ 

Ca 
カルシウム 

Mg 
マグネシウム 

Mn 
マンガン 

Fe 
鉄 

Cu 
銅 

Zn 
亜鉛 

B 
ホウ素 

VC 
ビタミンC

β-カロチン 
ベーター 
カロチン 

5訂食品成分表 1999年分析結果 2000年分析結果 

        　
７
月
末
か
ら
さ
ゆ
り
オ
ー
ト
パ
ー
ク
管
理
棟

で
、
健
康
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
普
及
会
に
よ
る
ミ
ネ

ラ
ル
野
菜
の
直
売
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
は
、
健
康
土
づ
く
り
活
動
に
よ
り
生
産

さ
れ
た
健
康
な
野
菜
を
、
よ
り
多
く
の
町
民
の

み
な
さ
ん
に
食
べ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
取
り

組
み
で
す
。
さ
ら
に
、
来
年
度
か
ら
は
子
供
た

ち
に
も
健
康
で
お
い
し
い
野
菜
を
食
べ
て
も
ら

う
た
め
、
学
校
給
食
の
食
材
と
し
て
町
給
食
セ

ン
タ
ー
に
提
供
す
る
予
定
で
す
。
 

         　
直
売
等
に
 

　
　
参
加
し
た
い
み
な
さ
ん
へ
 

　
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
直
売
に
参
加
す
る
に
は
、

健
康
な
土
づ
く
り
を
実
践
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
 

　
土
壌
診
断
を
し
、
土
壌
改
良
を
実
践
し
た
畑

を
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
生
産
畑
と
し
て
登
録
し
ま

す
。
そ
こ
か
ら
生
産
さ
れ
た
野
菜
を
直
売
や
給

食
用
野
菜
と
し
て
出
荷
し
て
も
ら
い
ま
す
の
で
、

直
売
や
給
食
用
野
菜
の
出
荷
を
計
画
さ
れ
て
い

る
畑
に
つ
い
て
は
、
全
て
土
壌
診
断
を
し
て
く

だ
さ
い
。
 

  　
今
年
も
土
壌
診
断
を
実
施
 

　
今
年
の
野
菜
の
出
来
は
ど
う
で
し
た
か
？
 

　
成
育
が
良
く
な
か
っ
た
、
お
い
し
く
な
か
っ

た
と
い
う
人
は
、
一
度
土
の
状
態
を
調
べ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
お
い
し
い
野
菜
、

健
康
な
野
菜
づ
く
り
の
第
一
歩
は
土
を
知
る
こ

と
で
す
。
 

　
町
で
は
、
今
年
も
土
壌
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
項
目
は
、
チ
ッ
ソ
、
リ
ン
酸
、
カ
リ
の
多
 

        量
要
素
か
ら
、
マ
ン
ガ
ン
、
鉄
、
亜
鉛
な
ど
の

微
量
要
素
や
Ｐ
Ｈ
な
ど
十
九
項
目
を
分
析
し
ま

す
。
 

  　
家
庭
菜
園
の
方
は
 

　
家
庭
菜
園
の
方
も
次
の
事
柄
に
取
組
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
診
断
し
ま
す
。
 

①
「
健
康
土
づ
く
り
」
の
考
え
に
基
づ
き
、
土

　
づ
く
り
を
実
践
す
る
方
 

②
指
導
会
な
ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

　
に
情
報
提
供
な
ど
に
応
じ
て
い
た
だ
け
る
方
 

   　
診
断
は
無
料
 

　
町
の
事
業
と
し
て
診
断
す
る
の
は
、
原
則
と

し
て
一
戸
に
つ
き
一
点
（
カ
所
）
と
し
、
個
人

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
生

産
畑
と
し
て
登
録
す
る
分
は
全
て
無
料
に
な
り

ま
す
）
 

　
た
だ
し
「
何
ヶ
所
か
診
断
し
た
い
」
「
参
考

に
自
分
の
土
の
状
況
を
知
り
た
い
」
な
ど
の
場

合
に
は
、
自
費
で
の
診
断
も
受
付
し
ま
す
。
 

                      　
申
込
み
 

　
農
林
課
、
奥
川
支
所
、
新
郷
連
絡
所
、
及
び

町
内
の
農
協
各
支
所
に
診
断
申
込
書
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
十
月
三
十

一
日
　
ま
で
に
農
林
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
土
の
採
取
は
十
一
月
下
旬
を
予
定
し
て

お
り
、
採
取
方
法
な
ど
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
農
林
課
農
政
係
　
　
　
│
４
５
３
１
 

これは、土づくりを実践した奥川の畑から生産されたトマトの成分分析表です。 
ビタミンＣ、ベータカロチンが高いのは、ミネラル豊富な証拠です。 

（水） 

45
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三
十
五
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
る
 

     　
た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。
 

◆
町
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
住
民
利
用
に
関
す
る
条

　
例
の
制
定
 

　
　
へ
き
地
児
童
生
徒
援
助
費
等
補
助
金
に
よ

　
り
購
入
し
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
、
文
部
科
学

　
省
の
承
認
を
得
て
町
民
利
用
す
る
際
の
必
要

　
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。
 

◆
町
税
条
例
の
一
部
改
正
 

◆
平
成
十
二
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
 

（
一
般
会
計
、
工
業
団
地
造
成
事
業
・
商
業
団

　
地
造
成
事
業
・
住
宅
団
地
造
成
事
業
・
下
水

　
道
施
設
事
業
・
農
業
集
落
排
水
処
理
事
業
・

　
老
人
保
健
・
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・

　
介
護
老
人
保
健
施
設
・
小
綱
木
地
区
簡
易
水

　
道
施
設
・
簡
易
水
道
等
事
業
の
各
特
別
会
計
、
 

　
水
道
事
業
会
計
）
 

　
　
な
お
、
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
は
広
報
十

　
一
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

◆
平
成
十
三
年
度
補
正
予
算
の
調
整
（
一
般
会

　
計
、
商
業
団
地
造
成
事
業
・
国
民
健
康
保
険

　
・
介
護
保
険
・
簡
易
水
道
等
事
業
の
各
特
別

　
会
計
、
水
道
事
業
会
計
）
 

◆
町
道
松
尾
萱
本
停
車
場
線
道
路
改
築
工
事
請

　
負
契
約
の
変
更
契
約
 

◆
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
第
一
工
区

　
管
渠
布
設
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
 

◆
町
道
の
認
定
 

       　
九
月
議
会
定
例
会
は
九
月
十
四
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で
の
八
日
間
を
会
期
と
し
て
開
か
れ
、

条
例
の
制
定
や
平
成
十
二
年
度
決
算
な
ど
三
十

五
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
本
号
で
は
、
町
政
主
要
事
項
報
告
と
可
決
さ

れ
た
主
な
議
案
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
 

  ▼
主
要
事
項
報
告
か
ら
 

  　
Ｉ
Ｔ
基
礎
技
能
講
習
会
 

　
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
町
づ
く
り
」
の
た
め

の
施
策
と
し
て
、
五
月
二
十
八
日
か
ら
八
月
十

一
日
ま
で
合
計
二
十
回
の
Ｉ
Ｔ
基
礎
技
能
講
習

会
を
、
統
合
中
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
の

ほ
か
奥
川
支
所
、
新
郷
連
絡
所
で
そ
れ
ぞ
れ
開

催
し
た
結
果
、
目
標
受
講
者
数
三
百
六
十
人
に

対
し
て
三
百
五
十
人
（
九
十
七
・
二
�
）
と
高

い
受
講
率
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
は
内
容
も
さ
ら

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
第
二
期
目
の
Ｉ
Ｔ
基

礎
技
能
講
習
会
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
 

                       ▼
可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案
 

 ◆
町
民
バ
ス
運
行
条
例
の
制
定
 

　
　
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
運
行
を
予
定

　
し
て
い
る
町
民
バ
ス
の
、
運
行
路
線
や
使
用

　
料
な
ど
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。
 

◆
町
ス
ク
ー
ル
バ
ス
設
置
条
例
の
一
部
改
正
 

　
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
町
民
バ
ス
と
し
て
利
用

　
し
、
町
民
の
方
が
混
乗
で
き
る
よ
う
に
す
る
 

◆
町
道
の
廃
止
 

◆
財
産
の
取
得
 

　
　
町
民
バ
ス
の
運
行
で
使
用
す
る
中
型
バ
ス

　
四
台
及
び
小
型
バ
ス
三
台
の
購
入
。
 

　
　
統
合
中
学
校
の
備
品
の
購
入
。
 

　
　
西
会
津
診
療
所
の
Ｘ
線
撮
影
装
置
の
更
新
。
 

◆
町
特
別
功
労
表
彰
者
の
同
意
 

　
　
佐
藤
三
二
さ
ん
（
町
政
の
向
上
発
展
に
貢

　
献
）
 

  　
監
査
委
員
に
佐
藤
さ
ん
が
選
任
さ
れ
る
 

　
九
月
三
十
日
の
任
期
満
了
に
伴
う
監
査
委
員

に
、
佐
藤
達
雄
さ
ん
（
　
）
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
任
期
は
平
成
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
七
年
九
月
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
日
ま
で
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
 

 　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
 

　
　
　
　
　
　
　
矢
部
さ
ん
が
再
任
 

　
九
月
三
十
日
の
任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
に
、
矢
部
富
男
さ
ん
（
　
）
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
任
期
は
平
成
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
六
年
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で
に
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
ま
す
。
 

佐藤達雄さん 
〔１町内〕 

矢部富男さん 
〔中ノ沢〕 

72

64

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

〜
九
月
議
会
定
例
会
報
告
〜
 

三
十
五
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
る

三
十
五
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
る
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今
年
は
、
昨
年
よ
り
四
十
三
人
多
い
二
千
五

百
四
十
二
人
（
野
沢
地
区
七
百
三
十
三
人
、
尾

野
本
地
区
五
百
三
十
二
人
、
群
岡
地
区
四
百
七

十
三
人
、
新
郷
地
区
二
百
八
十
一
人
、
奥
川
地

区
四
百
七
十
一
人
、
さ
ゆ
り
の
園
五
十
二
人
）

の
お
年
寄
り
が
招
待
さ
れ
、
ど
の
会
場
で
も
大

勢
の
お
年
寄
り
が
集
ま
り
、
み
ん
な
元
気
な
顔

を
合
わ
せ
話
し
を
は
ず
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
 

　
敬
老
会
で
は
、
今
年
白
寿
及
び
米
寿
、
喜
寿

を
迎
え
た
方
々
に
、
町
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
金
婚
を
迎
え
た
夫
婦
に
は
、
 

福
島
民
報
社
及
び
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
式
の
後
に
は
恒
例
の
余
興
も
行
わ
れ
、
各
地

区
の
団
体
に
よ
る
歌
や
踊
り
、
保
育
所
の
子
供

た
ち
に
よ
る
か
わ
い
ら
し
い
お
遊
戯
な
ど
が
披

露
さ
れ
、
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
は
笑
顔
で
拍

手
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
飛
び
入
り
で

歌
を
披
露
す
る
元
気
な
方
も
い
た
り
、
会
場
に

集
ま
っ
た
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
は
楽
し
い
一

時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
 

 

  

佐　藤　マツノ　(105)　さゆりの園 
清　田　ミ　ワ　(102)　白　坂 
矢　部　ツルヨ　 (98)　中ノ沢 
新　田　ト　ラ　 (98)　さゆりの園 
杣　木　イ　セ　 (97)　１町内 
土　田　シゲノ　 (97)　上野尻 
相　馬　サ　チ　 (97)　９町内１ 
田　邉　ミ　ナ　 (97)　さゆりの園 
富　樫　フ　サ　 (96)　中ノ沢 
小　島　マ　キ　 (96)　６町内 
伊　藤　ミ　サ　 (96)　屋　敷 
二　瓶　タケイ　 (96)　橋　屋 
平　野　ヨシノ　 (96)　上野尻 
佐久間　ミヨキ　 (96)　新　町 
五十嵐　サ　ン　 (95)　小　山 
齋　藤　ヒ　サ　 (95)　堀　越 
小　林　チヨシ　 (95)　山　浦 
三　留　マチノ　 (95)　下野尻 
長谷川　マ　ス　 (95)　中　野 
橋谷田　ト　メ　 (94)　１町内 
　森　　ヨシイ　 (94)　下野尻 
沼　澤　ハル井　 (94)　５町内 
伊勢亀　ナ　ヂ　 (94)　下小島 
鈴　木　ハツイ　 (94)　４町内 
石　田　リ　イ　 (94)　小綱木 
齋　藤　佐　代　 (94)　４町内 
佐　藤　タキノ　 (94)　滝　坂 
石　川　トメコ　 (94)　８町内 
齋　藤　ヨシノ　 (94)　９町内２ 
松　崎　ト　シ　 (93)　上野尻 
佐　藤　タケノ　 (93)　高　目 

佐　藤　初太郎　 (99)　楢木平 
長谷川　常　興　 (97)　下野尻 
伊　藤　義　美　 (96)　徳　沢 
藤　原　義　雄　 (95)　下野尻 
塚　原　　剛　　 (95)　徳　沢 
雅楽川　二　郎　 (94)　上野尻 
大　槻　和　市　 (94)　芝　草 
渡　部　　緑　　 (93)　３町内 
佐　藤　竹三郎　 (93)　芝　草 
長谷沼　和　吉　 (93)　小清水 
折　笠　又　次　 (93)　縄　沢 
長谷川　　栄　　 (93)　軽　沢 
高　久　　傳　　 (92)　萱　本 
三　橋　長　一　 (92)　縄　沢 
小　原　　明　　 (92)　宝　川 
小野木　喜四郎　 (92)　真ヶ沢 
佐　藤　忠　雄　 (92)　１町内 
山　口　董　作　 (92)　新　町 
渡　部　正　志　 (91)　黒　沢 
井　上　　保　　 (91)　西　原 
伊　藤　文　夫　 (91)　下小島 
山　内　正　壽　 (91)　９町内２ 
新　澤　常　次　 (91)　戸　中 
平　野　新　伍　 (90)　下野尻 
荒　海　清　衛　 (90)　小綱木 
齋　藤　　惣　　 (90)　上小島 
二　瓶　清次郎　 (90)　９町内１ 
岩　城　　宗　　 (90)　９町内１ 
小　林　平　八　 (90)　９町内２ 
三　留　傳太郎　 (90)　縄　沢 
小　林　長　雄　 (90)　さゆりの園 

横　綱 
大　関 
関　脇 
小　結 
前頭１ 
　〃　２ 
　〃　３ 
　〃　４ 
　〃　５ 
　〃　６ 
　〃　７ 
　〃　８ 
　〃　９ 
　〃　10 
　〃　11 
　〃　12 
　〃　13 
　〃　14 
　〃　15 
　〃　16 
　〃　17 
　〃　18 
　〃　19 
　〃　20 
　〃　21 
　〃　22 
　〃　23 
　〃　24 
　〃　25 
　〃　26 
　〃　27

東（女）　　　（９月１５日現在　敬称略）　　　　西（男） 
長　　　寿　　　者　　　番　　　付 

　長年にわたり町や社会の発展に貢献された 
お年寄りのみなさんを敬い、長寿を祝う敬老 
会が、９月８日の群岡・新郷地区（会場：さ 
ゆり公園）を皮きりに、９日に野沢・尾野本 
地区（会場：さゆり公園）、１５日には奥川 
地区（会場：奥川小学校）で、それぞれ盛大 
に行われました。 

斤 
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国際交流員 
チャド・ウエスト 

     　
　
　
　
　
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
 

　
　
　
　
　
こ
の
前
の
テ
ロ
事
件
で
、
た
く
さ
 

　
　
　
　
ん
罪
の
な
い
人
た
ち
が
死
ん
で
し
ま
 

い
ま
し
た
。
こ
の
事
件
が
起
こ
っ
た
事
は
大
変
 

悲
し
い
で
す
。
今
後
、
ア
メ
リ
カ
の
報
復
に
よ
 

っ
て
他
の
罪
の
な
い
人
た
ち
が
殺
さ
れ
な
い
よ
 

う
希
望
し
て
い
ま
す
。
 

　
先
日
、
私
の
両
親
が
初
め
て
日
本
に
来
ま
し
 

た
。
私
は
郡
山
に
迎
え
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
 

次
の
日
西
会
津
町
を
紹
介
し
な
が
ら
み
な
さ
ん
 

の
親
切
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
 

　
私
は
両
親
と
一
緒
に
教
育
委
員
会
に
行
き
ま
 

し
た
。
そ
こ
で
み
ん
な
は
、
忙
し
く
て
も
あ
い
 

さ
つ
を
し
た
り
話
し
か
け
た
り
し
て
く
れ
ま
し
 

た
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
私
が
と
て
も
美
し
 

く
新
し
い
中
学
校
を
両
親
に
見
せ
た
い
と
言
っ
 

た
ら
、
私
の
上
司
は
案
内
す
る
と
言
い
ま
し
た
。
 

そ
し
て
中
学
校
だ
け
で
な
く
、
さ
ゆ
り
公
園
の
 

陸
上
大
会
や
そ
ば
屋
さ
ん
も
案
内
し
て
く
れ
ま
 

し
た
。
と
て
も
美
味
し
い
天
ぷ
ら
そ
ば
を
食
べ
 

て
か
ら
、
私
の
彼
女
の
職
場
に
行
っ
て
、
お
茶
 

を
飲
み
な
が
ら
一
緒
に
お
話
を
し
ま
し
た
。
私
 

の
両
親
は
、
日
本
語
が
分
か
ら
な
く
て
も
良
い
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
し
た
。
私
と
 

両
親
は
本
当
に
感
謝
し
ま
し
た
。
 

　
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
み
な
さ
ん
大
き
い
笑
 

顔
で
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
の
母
は
 

　９月６日、町防災訓練が群岡地区の５つの会場で行われ、町消防 
団や消防署、地区住民など多くの人たちが参加しました。 
　訓練は、強い地震により火災などの災害が発生したとの想定で行 
われ、小中学校での避難訓練や救助訓練、上野尻駅での消火訓練な 
どに、参加者はいつおきるか分からない災害に備え、真剣な表情で 
取り組んでいました。 

　
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
重
藤
啓
子
さ
ん
を
招
い
て
の
 

音
楽
鑑
賞
公
演
会
が
、
８
月
　
日
に
統
合
中
学
校
 

多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
公
演
会
は
、
午
前
が
小
学
生
、
午
後
が
中
学
生
 

と
一
般
を
対
象
に
開
か
れ
、
日
本
の
歌
曲
や
海
外
 

の
古
典
歌
曲
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
 

重
藤
さ
ん
の
圧
倒
的
な
歌
声
に
包
ま
れ
、
み
ん
な
 

耳
を
す
ま
し
て
じ
っ
く
り
と
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
 

た
。
 

28
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   甘
い
物
が
好
き
な
の
で
お
菓
子
屋
に
入
り
ま
し
 

た
。
私
は
甘
い
物
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
の
 

で
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
味
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
 

そ
し
た
ら
店
の
人
は
味
見
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

さ
ら
に
と
て
も
美
味
し
い
ウ
サ
ギ
の
お
菓
子
も
 

頂
き
ま
し
た
。
私
と
両
親
は
い
い
ね
と
い
う
気
 

持
ち
を
感
じ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
晩
は
お
茶
に
誘
わ
れ
ま
し
た
。
私
の
両
 

親
は
伝
統
的
な
文
化
を
見
て
と
て
も
楽
し
ん
で
 

い
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
語
は
分
か
ら
な
く
て
 

も
お
茶
で
相
手
の
心
を
感
じ
ま
し
た
。
お
茶
の
 

先
生
は
、
椀
を
買
う
時
は
値
段
を
無
視
し
て
自
 

分
の
好
き
な
椀
を
買
っ
た
方
が
良
い
と
ア
ド
バ
 

イ
ス
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
お
茶
の
意
味
 

や
目
的
を
説
明
し
ま
し
た
。
私
の
彼
女
が
英
語
 

に
訳
し
ま
し
た
。
 

　
こ
う
い
う
親
切
は
今
回
だ
け
で
な
く
、
日
本
 

で
の
こ
れ
ま
で
の
体
験
で
い
く
つ
も
思
い
浮
か
 

び
ま
す
。
私
は
何
度
も
道
に
迷
い
、
そ
の
度
に
 

道
を
聞
き
ま
す
。
中
に
は
説
明
す
る
だ
け
で
な
 

く
、
逆
の
方
向
な
の
に
直
接
連
れ
て
行
っ
て
く
 

れ
る
人
も
い
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
東
京
か
ら
 

西
会
津
に
帰
っ
て
く
る
の
に
、
遅
く
な
っ
て
西
 

会
津
ま
で
の
電
車
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
、
 

若
松
の
人
が
西
会
津
ま
で
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

こ
う
い
う
こ
と
は
、
本
当
に
親
切
だ
と
思
い
ま
 

す
。
 

　
こ
の
親
切
さ
は
国
際
交
流
の
基
礎
だ
と
思
い
 

ま
す
。
こ
の
親
切
な
環
境
は
、
自
分
の
意
見
や
 

考
え
を
言
い
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
も
 

で
き
る
だ
け
私
が
も
ら
っ
た
親
切
さ
を
返
し
た
 

い
と
思
い
ま
す
。
 

　
野
沢
の
諏
方
・
熊
野
両
神
社
の
祭
礼
が
、
 

９
月
　
日
と
　
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
に
 

ぎ
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
　
日
に
は
御
輿
渡
御
が
行
わ
れ
、
御
輿
 

と
と
も
に
各
地
区
の
山
車
が
繰
り
出
し
、
 

町
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
ま
た
、
通
り
 

に
は
た
く
さ
ん
の
出
店
が
並
び
、
多
く
の
 

人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

15
15

16み
こ
し
と
ぎ
ょ
 

　いきいきと年齢を感じさせない生き方をし 
ている高齢者を表彰する「いきいき長寿県民 
賞」と「いきいきライフ賞」の表彰式が、９ 
月21日に福島市で行われ、町から五十嵐留七 
さん（中ノ沢、88歳）と佐藤キンさん（極入、 
92歳）がいきいきライフ賞を受賞しました。 
　五十嵐さんは水芭蕉の栽培活動で、佐藤さ 
んは昔がたりの語り部として、それぞれ地域 
で活躍されているのが認められたものです。 

　群岡保育所と新郷保育所の合同による運動 
会が、群岡保育所を会場に９月９日に行われ、 
玉入れや綱引き、お遊戯などの種目に奮闘す 
る子供たちと、応援に訪れた家族で盛り上が 
りました。 
　運動会では、親子で参加する種目やいろい 
ろな趣向を凝らした種目があり、子供たちは 
家族の応援を受けて、元気に駆けまわってい 
ました。 
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

全員入ったぞ新記録めざして 
（はいらんしょ） 

1回で入れるぞ 
（ディスクゴルフ選手権大会） 

つなひきならまかして 
（つなひき合戦） 

大声なら負けないわ～ 
（大声大会） 

ストローで一気飲み 
（ビール飲みリレー） 

   

  

  

  

　
９
月
２
日（
日
）、
収
穫
 

の
秋
を
目
前
に
し
て
快
晴
 

の
も
と
、
町
内
全
地
区
で
、
 

一
斉
に
町
民
運
動
会
が
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
各
 

地
区
で
大
勢
の
町
民
が
集
 

ま
り
、
各
地
区
趣
向
を
こ
 

ら
し
た
種
目
が
盛
り
込
ま
 

れ
た
中
、
青
空
の
も
と
老
 

い
も
若
き
も
心
を
一
つ
に
 

し
て
、
楽
し
い
一
日
を
過
 

ご
し
ま
し
た
。
 

みんな 
一緒に 
年一度の 
大親睦会 

（
第
　
回
野
沢
町
内
親
善
大
運
動
会
）
 

　
会
場
：
西
会
津
中
学
校
 

【
結
果
】
 

優
勝
：
堀
越
・
塩
喰
・
芹
沼
チ
ー
ム
 

２
位
：
７
町
内
チ
ー
ム
 

３
位
：
６
町
内
チ
ー
ム
 

（
第
　
回
尾
野
本
地
区
町
民
運
動
会
）
 

　
会
場
：
さ
ゆ
り
公
園
多
目
的
広
場
 

【
結
果
】
 

優
勝
：
上
小
島
チ
ー
ム
 

２
位
：
出
ヶ
原
チ
ー
ム
 

３
位
：
森
　
野
チ
ー
ム
 

27

（
第
　
回
群
岡
地
区
体
育
祭
）
 

　
会
場
：
群
岡
中
学
校
グ
ラ
 

　
　
　
　
ウ
ン
ド
 

【
結
果
】
 

優
勝
：
宝
　
川
チ
ー
ム
 

２
位
：
大
字
屋
敷
チ
ー
ム
 

３
位
：
上
野
尻
Ｃ
チ
ー
ム
 

3433

（
第
　
回
奥
川
地
区
体
育
祭
）
 

　
会
場
：
奥
川
中
学
校
グ
ラ
 

　
　
　
　
ウ
ン
ド
 

【
結
果
】
 

優
勝
：
新
　
町
チ
ー
ム
 

２
位
：
山
　
浦
チ
ー
ム
 

３
位
：
中
ノ
沢
チ
ー
ム
 

（
第
　
回
新
郷
地
区
体
育
祭
）
 

　
会
場
：
新
郷
小
中
学
校
グ
ラ
 

　
　
　
　
ウ
ン
ド
 

【
結
果
】
 

優
勝
：
豊
洲
Ｂ
（
柴
崎
・
橋
立
）
 

　
　
　
チ
ー
ム
 

２
位
：
笹
川
Ａ
（
呼
賀
・
平
明
）
 

　
　
　
チ
ー
ム
 

３
位
：
三
河
Ｂ
（
橋
屋
・
戸
中
）
 

　
　
　
チ
ー
ム
 

37

40
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インディアカ 

卓　　　球 

グラウンドゴルフ 

スイミング（水泳） 

ペ タ ン ク  

ストレッチ体操 

レクダンス 

カローリング 

22 

9、23 

11、24 

6、13、20、27 

27 

15 

26 

18

月 

火 

水 

土 

土 

月 

金 

木 

19：00～20：30 

19：00～20：30 

13：30～15：30 

19：30～20：30 

13：00～15：00 

19：00～20：00 

19：00～21：00 

10：00～12：00

群岡中学校体育館 

さゆり公園体育館 

さゆり公園多目的広場 

さゆり公園室内プール 

さゆり公園ふれあい広場 

 

西会津町公民館 

10月の教室案内 西会津スポーツクラブ 

教室・講習会名 日 曜日 時　　間 会　　場 

※スイミング教室については、プール利用料として400円が必要です。 
※この教室・講習会を受講されたい方は、西会津スポーツクラブにお 
　申し込みください。くわしくは、西会津町公民館・体育振興係（電 
　話45－3244）へお問い合わせください。 

銚子ノ口刎橋略絵図（上野尻・石本雄也家蔵） 

  

  

   

   ◇
日
　
時
　
平
成
　
年
　
月
　
日
（
土
）
 

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
（
開
会
）
 

◇
会
　
場
　
統
合
西
会
津
中
学
校
 

　
　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル
 

◇
発
表
者
　
町
内
小
・
中
・
高
校
生
 

◇
内
　
容
　
日
頃
の
少
年
の
感
じ
て
い
る
こ
と

や
考
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
社
会
や
大
人
・
親

な
ど
に
対
す
る
希
望
を
テ
ー
マ
に
発
表
し
ま
す
。
 

少
年
の
　
生
の
声
　
を
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
般
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
 

 　
公
民
館
図
書
室
で
の
本
の
貸
し
出
し
期
間
は
、
 

二
週
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
期
間
の
過
ぎ
た
本

や
読
み
終
え
た
本
は
、
図
書
室
の
返
本
カ
ゴ
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。
 

【
図
書
室
の
利
用
時
間
】
 

　
午
前
8
時
　
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
 

　
今
か
ら
百
七
十
八
年
前
の
文
政
六
年
、
橋
立
 

村
領
分
の
瀬
頭
と
い
う
所
か
ら
橋
を
架
け
て
上
 

野
尻
駅
へ
渡
す
計
画
が
銚
子
ノ
口
に
変
更
さ
れ
 

た
た
め
に
、
北
方
裏
街
道
駅
所
の
柴
崎
村
と
そ
 

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
越
後
本
街
道
の
上
・
下
両
 

野
尻
駅
が
、
そ
の
架
橋
に
よ
る
損
失
の
補
償
と
 

各
種
の
条
件
を
付
け
た
の
で
施
工
者
の
三
方
村
 

唐
橋
新
十
郎
は
断
念
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
し
 

か
し
二
十
九
年
後
の
嘉
永
五
年
、
執
念
を
も
っ
 

て
今
後
は
ど
こ
か
ら
も
文
句
の
出
な
い
柴
崎
舟
 

場
か
ら
上
野
尻
へ
の
船
橋
架
橋
を
願
い
出
、
そ
 

し
て
工
事
に
取
り
掛
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
│
 

 　
船
橋
ほ
ぼ
出
来
候
に
つ
き
仮
綱
を
も
っ
て
掛
 

　
け
渡
し
、
翌
日
大
綱
を
引
き
渡
し
て
完
成
の
 

　
は
こ
び
の
処
、
十
月
十
二
日
大
風
に
て
仮
綱
 

　
吹
き
切
れ
、
船
十
一
艘
と
渡
り
板
そ
の
ほ
か
 

　
小
道
具
ま
で
残
ら
ず
流
失
つ
か
ま
つ
り
候
。
 

 　
と
い
う
災
厄
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
。
唐
橋
新
 

十
郎
は
、
こ
の
架
橋
工
事
費
百
三
十
両
を
五
年
 

年
賦
で
金
主
元
か
ら
借
り
、
橋
銭
を
も
っ
て
返
 

済
す
る
計
画
だ
っ
た
が
こ
ん
な
事
態
と
な
っ
て
 

し
ま
い
、
仕
方
な
く
新
借
十
ヵ
年
の
年
賦
で
再
 

建
を
図
ろ
う
と
し
た
。
 

　
だ
が
、
こ
の
頃
は
阿
賀
川
上
下
通
船
工
事
が
 

進
行
中
で
あ
っ
て
、
も
し
も
船
橋
が
架
か
れ
ば
 

筏
は
通
せ
て
も
船
を
通
す
こ
と
は
至
難
で
あ
っ
 

た
の
で
再
建
は
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
 

　
し
か
し
、
そ
れ
で
は
百
三
十
両
の
返
済
は
不
 

可
能
と
な
る
。
そ
こ
で
新
十
郎
は
再
び
銚
子
ノ
 

口
へ
目
を
付
け
て
藩
庁
に
願
い
出
た
。
 

 　
銚
子
ノ
口
と
申
す
所
は
川
幅
狭
く
、
両
岸
堅
 

　
岩
に
て
大
洪
水
ご
ざ
候
て
も
左
図
の
所
ま
で
 

　
水
つ
き
申
す
義
こ
れ
な
く
候
に
つ
き
、
こ
こ
 

　
に
刎
ね
橋
架
け
渡
し
た
く
存
じ
奉
り
候
。
 

　
道
筋
は
滑
沢
村
三
本
木
よ
り
北
方
街
道
を
外
 

　
れ
て
滝
坂
村
│
銚
子
ノ
口
橋
│
下
野
尻
村
領
 

　
分
│
徳
沢
村
│
八
ツ
田
村
領
分
高
反
坂
│
越
 

　
後
街
道
鳥
居
峠
へ
と
出
合
い
申
し
、
三
本
木
 

　
よ
り
高
反
坂
ま
で
は
平
地
に
て
候
。
し
か
る
 

　
に
今
の
街
道
は
滑
坂
の
石
坂
、
柴
崎
の
虚
空
 

　
蔵
坂
と
申
す
大
難
場
、
対
岸
へ
渡
れ
ば
車
峠
 

　
な
ど
と
都
合
七
坂
ご
ざ
候
。
　
（
つ
づ
く
）
 

せ
が
し
ら
 

は
ね
 

た
か
ぞ
り
 

か
み
 

い
か
だ
 

し
も
 

（
喜
多
方
）
 

　
　
　
前
号
の
補
足
説
明
と
訂
正
 

　
前
号
・
栃
木
県
自
由
党
壮
士
落
書
の
記
事
の
 

中
に
出
る「
当
地
方
四
名
の
人
が
不
詳
な
の
で
」
 

と
い
う
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
の
で
概
略
説
明
 

し
ま
す
。
こ
の
人
々
は
す
べ
て
野
沢
原
町
研
幾
 

堂
儒
医
渡
部
思
斎
の
門
下
生
で
す
。
 

　
山
口
千
代
作（
一
八
四
八
│
一
九
〇
六
）森
野
村
肝
煎
。
 

福
島
自
由
民
権
運
動
指
導
者
。
県
議
会
議
長
。
 

第
一
回
衆
議
院
議
員
当
選
三
期
。
山
口
博
續
現
 

町
長
の
曽
祖
父
。
 

　
小
島
忠
八（
一
八
五
六
│
一
九
二
二
）野
沢
原
町
富
商
 

サ
ン
ボ
ー
家
の
当
主
。
同
町
戸
長
。
福
島
自
由
 

民
権
運
動
指
導
者
。
県
議
。
野
沢
村
長
。
河
沼
 

郡
蚕
業
講
習
所
長
。
 

　
渡
部
鼎（
一
八
五
八
│
一
九
三
二
）
渡
部
思
斎
の
長
男
。
 

米
国
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
医
学
部
に
学
び
、
会
 

津
若
松
会
陽
医
院
長
時
代
に
野
口
英
世
の
手
を
 

手
術
し
て
恩
師
。
衆
議
院
議
員
二
期
。
陸
軍
一
 

等
軍
医
正
。
 

　
野
沢
　
一（
一
八
五
二
│
一
九
三
二
）野
沢
原
町
北
分
 

肝
煎
斎
藤
兵
右
衛
門
八
男
・
幼
名
九
八
郎
。
幕
 

末
京
都
に
お
い
て
会
津
藩
士
山
本
党
馬
に
英
学
 

を
学
び
、
師
弟
共
に
薩
藩
に
捕
ら
わ
れ
る
。
釈
 

放
後
自
由
党
の
重
鎮
星
享
（
後
年
逓
信
大
臣
な
 

ど
歴
任
）
の
門
下
に
入
り
、
師
の
妻
の
妹
と
結
 

婚
。
米
国
エ
ー
ル
大
学
法
律
学
士
・
弁
護
士
。
 

 〔
訂
正
〕
前
号
「
郷
土
史
探
訪
」
の
大
谷
組
三
 

方
村
高
橋
新
十
郎
は
唐
橋
の
誤
り
。
 

鶏
 
隹
 

か
な
え
 

け
い
い
ち
 

、
　
、
 

、
　
、
 

返
却
期
日
の
過
ぎ
た
本
あ
り
ま
せ
ん
か
 

第
　
回
西
会
津
町
少
年
の
主
張
大
会
 

10

13

10

20
30

30
″
 

″
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　町ケーブルテレビでは、毎月第１週目のさゆりチャンネル 
ニュースのあとに、料理番組　食拓クッキング　を放送して 
います。 
　食拓クッキングでは、町民健康カレンダーに掲載されてい 
るアイデア料理の作り方を、食生活改善推進員と一緒に紹介 
しています。 
　みなさん、おやつや夕食の献立を考えるときに、ぜひ参考 
にしてみてください！！ 

″ ″ 

　
み
な
さ
ん
、
食
べ
る
こ
と
は
好
き
で
す
か
？
 

　
日
本
に
は
、
昔
か
ら
一
汁
三
菜
と
い
っ
て
　
汁
物
　
　
野
菜
を
使
っ
た
料
理
２
品
 

　
肉
や
魚
、
豆
、
卵
の
料
理
１
品
　
に
、
御
飯
を
そ
ろ
え
る
伝
統
的
な
食
事
ス
タ
イ
ル
 

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
形
式
の
食
事
は
、
人
に
必
要
な
様
々
な
栄
養
を
過
不
足
な
く
と
る
 

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
食
事
の
と
き
、
あ
な
た
の
目
の
前
に
、
器
は
い
く
つ
あ
り
ま
す
か
？
 

　
ま
ず
は
、
家
族
ひ
と
り
ひ
と
り
に
「
主
菜
」
と
「
副
菜
」
を
そ
ろ
え
る
こ
と
か
ら
は
 

じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

″
 

″
 

″
 

″
 

″
 

″
 

主菜と副菜がとっても大切！ 

主菜 副菜 

主食 　汁 

肉・魚・豆・卵の料理です。 
（焼き肉・煮魚・ 
　冷やっこ・目玉焼きなど） 

野菜やいもの料理です。 
（サラダ・煮物・ 
　　　　　　酢の物など） 

ごはんやパン、 
めんなどです。 

みそ汁・すまし汁 
　　　・スープなど 
　具だくさんにすると 
　　　　　　ヘルシーです。 
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みんなの広場 みんなの広場 
白
井
　
則
代
 

　
　
〔
白
　
坂
〕
 
さ ん 

　鈴木民子さん（9月号から） 
◆　メッセージ　◆ 
　同年齢とは思えない程、広い視 
野と行動力を持った則代さん、内 
に秘めた情熱をいかしていってく 
ださい。 

好
き
な
西
会
津
の
風
景
（
場
所
）
は
？
 

上
野
尻
新
村
か
ら
の
飯
豊
山
の
眺
め
 

（
冬
の
雪
の
積
も
っ
た
山
に
夕
日
が
あ
た
 

っ
た
景
色
を
見
る
と
、
西
会
津
も
い
い
所
 

だ
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
）
 

最近感動したことは？ 

　学校の修学旅行の引率で、初 

めてパンダを見ました。 

 

あなたのモットーは？ 

　前向きに生きる！ 

これからやってみたいことは？ 

　自転車でアメリカ大陸を縦断 

してみたいです。 

 

次の方を紹介してください。 

　Ｍ．Ｔさん（上野尻） 

　
今
月
は
、
 

今
年
め
で
た
 

く
夫
婦
そ
ろ
 

っ
て
喜
寿
と
 

金
婚
を
迎
え
 

ら
れ
た
、
出
 

ヶ
原
の
佐
藤
 

幸
平
さ
ん
、
 

キ
ヨ
子
さ
ん
 

ご
夫
婦
に
お
 

話
を
伺
い
ま
し
た
。
 

　
お
二
人
は
、
敬
老
会
の
表
彰
の
通
知
を
も
ら
っ
て
初
め
て
 

　
も
う
こ
ん
な
に
な
っ
た
の
か
　
と
び
っ
く
り
し
た
そ
う
で
、
 

　
い
ろ
ん
な
人
た
ち
か
ら
祝
福
さ
れ
て
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
 

い
ま
す
。
ケ
ン
カ
も
し
た
け
ど
そ
れ
も
仲
の
良
い
証
拠
か
な
　
 

と
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
お
二
人
の
元
気
の
秘
訣
を
伺
う
と
、
幸
平
さ
ん
は
　
仕
事
も
 

食
事
も
八
分
目
が
ち
ょ
う
ど
良
か
っ
た
の
と
、
く
よ
く
よ
し
な
 

い
こ
と
　
と
、
キ
ヨ
子
さ
ん
は
　
前
は
菊
の
手
入
れ
で
、
今
は
 

孫
の
世
話
で
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
　
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
佐
藤
さ
ん
の
お
宅
は
息
子
夫
婦
と
孫
３
人
の
７
人
家
族
 

で
、
一
番
下
の
孫
の
２
才
の
女
の
子
が
家
族
の
ア
イ
ド
ル
だ
そ
 

う
で
、
　
家
族
が
一
緒
に
和
気
あ
い
あ
い
と
す
ご
す
の
が
一
番
 

の
元
気
の
素
で
す
　
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
し
て
、
お
二
人
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
　
こ
れ
を
一
区
切
 

り
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け
て
、
孫
の
成
長
を
 

楽
し
み
な
が
ら
二
人
一
緒
に
い
ら
れ
る
の
が
幸
せ
で
す
　
と
話
 

し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

喜寿と金婚の記念品を手に 
佐藤幸平さん・キヨ子さん〔出ヶ原〕 

″
 

″
 

″
 

″
 

″
 

″
 

″
 

″
 

″
 

″
 

″
 

″
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月
　
日
か
ら
　
日
は
秋
の
行
政
相
談
週
間

で
す
。
 

　
行
政
相
談
は
役
所
（
国
、
県
、
市
町
村
）
や

公
団
・
公
庫
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
Ｊ
Ｒ
な
ど
の
仕
事
に

関
し
て
、
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
、
心
配
な

こ
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
、
要
望
し
た
い
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
の
お

手
伝
い
を
す
る
も
の
で
、
総
務
省
で
は
毎
年
春

と
秋
に
行
政
相
談
週
間
を
設
け
て
、
行
政
相
談

制
度
の
一
層
の
利
用
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
 

                 　
町
で
も
、
行
政
相
談
員
に
よ
る
相
談
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

▼
相
談
日
時
・
会
場
 

　
　
月
　
日
 

　
　
午
前
９
時
　
分
〜
正
午
　
新
郷
連
絡
所
 

　
　
午
後
１
時
　
分
〜
４
時
　
奥
川
支
所
 

　
　
月
　
日
 

　
　
午
前
９
時
　
分
〜
正
午
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
午
後
１
時
　
分
〜
４
時
　
公
民
館
 

▼
町
の
行
政
相
談
員
は
 

　
山
本
義
子
さ
ん
（
９
町
内
２
　
　
　
│
２
１

４
４
）
で
す
。
 

                    　
「
米
」
は
私
た
ち
の
主
食
で
あ
り
、
最
も
大

切
な
も
の
で
す
。
 

　
食
糧
法
は
、
農
家
の
み
な
さ
ん
が
生
産
さ
れ

た
米
を
消
費
者
の
方
々
へ
計
画
的
か
つ
安
定
的

に
お
届
け
す
る
制
度
で
す
。
そ
の
た
め
の
第
一

歩
は
、
農
家
の
み
な
さ
ん
が
生
産
さ
れ
た
米
を

計
画
流
通
米
（
自
主
流
通
米
・
政
府
米
）
と
し

て
農
協
等
（
農
林
水
産
大
臣
が
登
録
し
た
取
扱

業
者
）
へ
出
荷
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
農

協
等
と
出
荷
契
約
し
た
数
量
は
、
全
量
出
荷
し

ま
し
ょ
う
。
 

　
仮
に
出
荷
さ
れ
た
米
の
価
格
が
下
落
し
た
場
 

                 合
は
、
そ
の
下
落
分
を
定
率
で
補
填
（
担
い
手

コ
ー
ス
９
割
、
一
般
コ
ー
ス
８
割
、
計
画
外
コ

ー
ス
６
割
）
す
る
稲
作
経
営
安
定
対
策
が
あ
り

ま
す
の
で
、
加
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り

安
心
し
て
米
を
出
荷
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
 

　
な
お
、
農
家
の
み
な
さ
ん
が
農
協
等
以
外
の

消
費
者
な
ど
へ
直
接
販
売
す
る
場
合
は
、
「
計

画
外
流
通
米
」
と
し
て
事
前
に
届
出
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
米
の
出
荷
及
び
届
出
な
ど
に
関
す
る
こ
と
は

次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
福
島
食
糧
事
務
所
会
津
若
松
支
所
 

　
　
　
　
　
０
２
４
２
│
　
│
７
３
８
１
 

45

22

15

21

10

16

30303030
（火） 

10

17

（水） 

10

　恒例の秋のビッグイベン 
ト「西会津ふるさとまつり」 
が、11月２日から４日まで 
の３日間にわたりさゆり公 
園を会場に行われます。 
　今年も「健康」をテーマ 
に開催し、新規イベントを 
盛り込むなど充実した内容 
となっていますので、多く 
のみなさんのご来場をお待ちしています。 
　主なイベントの開催日程は次のとおりです。 
●11月２日（金） 

　＊町長杯争奪親善ゲートボール大会 

　＊ニュースポーツ体験教室 

　＊子供とお年寄りのふれあい交流会 

●11月３日（土） 

　＊日刊スポーツ杯争奪グラウンドゴルフ大会 

　＊民俗芸能と民謡の集い 

　＊みんなで健康・運動能力チェック 

　＊桐ゲタ投げ全国大会 

　＊全国の「桐」さん「さゆり」さん大集合 

　＊ミュージックフェスティバル 

●11月４日（日） 

　＊第13回桐ゲタ健康マラソン大会 

　＊キャラクターショー 

　＊牛牛フェア 

　＊開運！なんでも鑑定団出張鑑定 
　なお、各イベントについて参加者を募集しています 
ので、チラシやケーブルテレビをご覧のうえ、事務局 
までご応募ください。 
【応募・問い合わせ先】 
　町ふるさと振興推進委員会事務局／地域振興課地域 
　振興係　　４５－２２１３ 
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最
近
、
ク
マ
に
よ
る
農
作
物
被
害
や
ク
マ
を

目
撃
し
た
と
の
情
報
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
 

　
こ
れ
か
ら
キ
ノ
コ
採
取
な
ど
で
入
山
す
る
場

合
は
、
ク
マ
と
遭
遇
す
る
可
能
性
が
非
常
に
高

く
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
 

▼
注
意
事
項
 

◎
山
に
入
る
と
き
や
農
作
業
を
す
る
と
き
は
、

　
一
人
だ
け
で
の
行
動
は
避
け
る
よ
う
に
し
ま

　
し
ょ
う
。（
早
朝
や
薄
暮
時
は
入
山
し
な
い
）
 

◎
ク
マ
と
遭
遇
し
な
い
よ
う
に
鈴
や
ラ
ジ
オ
な

　
ど
の
音
の
で
る
も
の
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。
 

◎
ク
マ
の
糞
や
足
跡
な
ど
を
見
か
け
た
ら
、
す

　
ぐ
引
き
返
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
（
遠
く

　
に
い
る
の
を
発
見
し
た
と
き
は
、
あ
わ
て
ず
 

　
に
そ
っ
と
立
ち
去
る
）
 

　
ク
マ
を
見
か
け
た
と
き
や
被
害
が
発
生
し
た

場
合
は
、
農
林
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
農
林
課
林
政
係
　
　
　
│
４
５
３
１
 

    　
町
で
は
、
町
の
木
で
あ
る
桐
の
振
興
を
図
る

た
め
、
桐
の
苗
を
植
栽
さ
れ
た
方
に
、
次
に
よ

り
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
 

▼
補
助
対
象
者
　
今
年
、
森
林
組
合
か
ら
苗
を

　
購
入
し
、
４
月
か
ら
　
月
に
か
け
て
植
栽
し

　
た
、
ま
た
は
植
栽
す
る
予
定
の
方
。
 

　
　
た
だ
し
、
地
目
が
田
の
と
こ
ろ
に
植
栽
し

　
た
場
合
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。
 

▼
補
助
金
額
　
１
本
あ
た
り
　
　
円
 

　
　
た
だ
し
、
１
人
　
本
を
上
限
と
し
ま
す
。
 

▼
申
込
方
法
　
申
込
用
紙
に
氏
名
、
自
治
区
、

　
電
話
番
号
、
苗
の
本
数
、
植
栽
地
、
植
栽
月

　
を
記
入
し
て
農
林
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

　
い
。
な
お
、
申
込
用
紙
は
農
林
課
、
奥
川
支

　
所
、
新
郷
連
絡
所
及
び
森
林
組
合
に
準
備
し

　
て
あ
り
ま
す
。
 

▼
申
込
期
限
　
　
月
　
日
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
農
林
課
林
政
係
　
　
　
│
４
５
３
１
 

    　
会
津
保
健
所
で
は
、
こ
こ
ろ
も
か
ら
だ
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら

せ
る
よ
う
、
だ
れ
も
が
気
軽
に
取
り
組
め
る
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
う
「
あ
い
づ
健
康
ウ
ォ
ー
ク

大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
み
な
さ
ん
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

▼
日
時
 

　
　
　
月
　
日
　
　
午
前
　
時
〜
 

▼
場
所
 

　
　
会
津
高
田
町
　
「
宮
川
い
こ
い
の
河
畔
緑

　
地
公
園
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
内
」
 

▼
内
容
 

　
　
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

　
行
い
ま
す
。
 

　
○
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
（
４
㎞
）
 

　
○
ヘ
ル
シ
ー
コ
ー
ス
（
　
㎞
）
 

▼
そ
の
他
 

　
　
参
加
は
無
料
で
、
参
加
者
全
員
に
記
念
品
 

　
を
差
し
上
げ
ま
す
。
 

▼
申
込
み
 

　
　
　
月
　
日
　
ま
で
に
電
話
で
お
申
込
み
く

　
だ
さ
い
。
（
申
込
定
員
　
名
）
 

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
会
津
保
健
所
内
実
行
委
員
会
 

　
　
　
　
　
０
２
４
２
│
　
│
５
５
０
６
 

     　
福
島
県
医
師
会
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

「
休
日
当
番
医
案
内
」
及
び
「
医
療
機
関
検
索

案
内
」
を
開
始
し
、
広
く
多
く
の
み
な
さ
ん
に

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

◆
休
日
当
番
医
案
内
 

　
　
県
内
　
地
区
の
休
日
当
番
医
を
案
内
し
ま

　
す
。
 

　
　
た
だ
し
、
診
療
予
定
と
な
る
当
番
医
療
機

　
関
は
変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
受
診
す
る
際
に
は
必
ず
医
療
機
関
に
確
認
し

　
て
く
だ
さ
い
。
 

◆
県
内
医
療
機
関
案
内
 

　
　
県
内
を
　
地
区
に
分
け
て
、
診
療
科
ご
と

　
に
医
療
機
関
を
一
覧
で
ご
案
内
し
ま
す
。
 

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
 

　http://w
w
w
.fukushim

a.m
ed.or.jp/

 
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
福
島
県
医
師
会
 

　
　
　
　
　
０
２
４
│
　
│
５
１
９
１
 

45

45

10

31

（水） 

10

10

21

6.5

300

（日） 

10

1016
16

29
29

（水） 

20
12

750

　近年の厳しい雇用情勢の中、会津地域 

の地元定着促進と雇用機会の拡大を図る 

ため「合同就職面接会」を次により開催 

します。 

◆日時　10月12日（金） 午後１時～４時 

◆場所　会津平安閣（会津若松市） 

◆参加対象者 

　　新規学卒者、若年、中高年齢者を問 

　わず、就職希望の方であればどなたで 

　も参加できます。なお、当日は履歴書 

　を持参ください。 

◆参加企業 

　　会津方部の企業約７０社 

◆その他 

　　会津若松駅から会場までの送迎バス 

　が、12時から約20分間隔で運行します。 

【申込・問い合わせ先】 

　ハローワーク喜多方 

　　　　　０２４１－２２－４１１１ 
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２
、
３
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
る
マ
リ
ち
 

ゃ
ん
は
、
も
う
「
憩
の
森
」
の
人
気
者
に
な
っ
 

て
い
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
も
、
施
設
に
立
 

ち
寄
っ
た
際
に
は
、
　
マ
リ
ち
ゃ
ん
　
と
声
を
 

か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

 　
広
報
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
、
並
び
に

情
報
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
 

　
企
画
調
整
課
　
　
　
―
4
5
3
6大　沼　鬼子雄（75）キ　ヌ　夫　四　岐 

佐　藤　鬼子一（80）孝　一　父　熊　沢 

渡　部　春　男　　黒　沢 

　朴　　寿　子　　中　国 

 

薄　上　信　司　　西　林 

　金　　宝　今　　中　国 

 

濱　脇　伸　夫　　西林東 

宮　脇　真理子　　西林東 

戸 籍 の 窓 口  
８月受付分〔敬称略〕 

お誕生 
　おめでとう 

お悔やみ申し上げます 

か あゆ 

はるか 

りょう 

か あい 

か ゆう 

き ゆう 

平　井　鮎　佳　　秀則・紘子　　８町内 

三　留　　遥　　　源太郎・まつ子　９町内２ 

大　山　　諒　　　俊・静江　　　西　原 

齋　藤　愛　華　　邦夫・玉紅　　尾　登 

古　川　夕　華　　和博・栄子　　橋　屋 

矢　部　有　輝　　喜代栄・恵美　中　町 

休
日
当
番
医
 

歯
科
休
日
当
番
医
 

《
喜
多
方
管
内
》
 

《
会
津
管
内
》
 

24
―
3
3
3
3

（
0
2
4
1
）
 

病
　
院
　
名
 

鳴
　
瀬
　
病
　
院
 

斎
　
藤
　
医
　
院
 

有
　
隣
　
病
　
院
 

高
橋
小
児
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

入
　
澤
　
病
　
院
 

佐
　
原
　
病
　
院
 

竹
内
眼
科
内
科
医
院
 

県
立
喜
多
方
病
院
 

田
　
中
　
医
　
院
 

小
　
野
　
病
　
院
 

手

代

木

医

院
 

鳴
　
瀬
　
病
　
院
 

ひ

ら

の

医

院
 

有
　
隣
　
病
　
院
 

福
田
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
 

入
　
澤
　
病
　
院
 

佐
　
原
　
病
　
院
 

星
　
　
医
　
　
院
 

22
―
0
2
1
2
 

24
―
5
0
2
1
 

25
―
7
0
6
6
 

22
―
0
2
6
7
 

22
―
5
3
2
1
 

22
―
1
0
3
0
 

22
―
2
1
8
1
 

22
―
0
1
4
1
 

22
―
0
4
1
4
 

22
―
0
0
3
4
 

24
―
3
3
3
3
 

22
―
3
1
3
5
 

24
―
5
0
2
1
 

24
―
4
1
8
7
 

22
―
0
2
6
7
 

22
―
5
3
2
1
 

22
―
0
0
0
5

電
話
番
号
 

月日 10／714 82128411 11／3

（
0
2
4
2
）
 

27
―
6
9
3
4

（
0
2
4
1
）
 

22
―
4
3
5
0

（
0
2
4
2
）
 

28
―
6
4
8
2

（
0
2
4
1
）
 

54
―
2
1
4
6

（
0
2
4
2
）
 

28
―
2
1
2
5

（
0
2
4
1
）
 

24
―
5
0
9
7

（
0
2
4
2
）
 

22
―
1
1
8
4

（
0
2
4
1
）
 

38
―
2
0
5
8

（
0
2
4
2
）
 

83
―
2
3
4
8

（
0
2
4
2
）
 

26
―
3
7
6
2

（
0
2
4
2
）
 

22
―
1
1
2
4

（
0
2
4
1
）
 

22
―
0
3
9
4

（
0
2
4
2
）
 

27
―
3
0
6
5

（
0
2
4
1
）
 

45
―
2
8
4
3

（
0
2
4
2
）
 

22
―
2
2
6
2

（
0
2
4
2
）
 

75
―
4
8
9
9

病
　
院
　
名
 

ヤ
ナ
ダ
歯
科
 

北
見
歯
科
 

山
口
歯
科
 

栗
城
歯
科
 

鈴
木
歯
科
 

あ
き
ら
歯
科
 

一
箕
歯
科
 

二
瓶
歯
科
 

渡
部（
博
）歯
科
 

佐
藤
歯
科
 

渡
部（
二
）歯
科
 

佐
藤
歯
科
 

中
央
歯
科
 

二
瓶
歯
科
 

石
田
歯
科
 

河
東
歯
科
 （

会
津
若
松
市
） 

（
喜
多
方
市
） 

（
会
津
若
松
市
） 

（

金
山
町
） 

（
会
津
若
松
市
） 

（
喜
多
方
市
） 

（
会
津
若
松
市
） 

（

山
都
町
） 

（
会
津
若
松
市
） 

（
会
津
坂
下
町
） 

（
会
津
若
松
市
） 

（
喜
多
方
市
） 

（
会
津
若
松
市
） 

（
西
会
津
町
） 

（
会
津
若
松
市
） 

（

河
東
町
） 

電

話

番

号

 

月日 10／711／3 8142128411

ご結婚 
　おめでとう 

○日時　10月 9日（火） 
　　　　10月26日（金） 
　　　　　午前９時～ 
 
○場所　老人憩の家 
 
○電話　４５－４２５９ 

今月の 
心配ごと相談日 

◆まちの人口 
　 

　　　　　　　〈前月比〉 

○総　数　9，426人　＋12人 

　・男　　4，580人　＋ 3人 

　・女　　4，846人　＋ 9人 

○世帯数　3，026世帯＋7世帯 

9月1日現在 

今月の表紙 

45 ″
 

″
 


